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午
後
三
時
三
十
分
、
神
奈
川

県
県
民
局
総
務
室　

長
谷
川

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
開

会
の
辞
で
始
ま
り
、
白
石
副
会

長（
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

神
奈
川
県
連
合
会　

顧
問
）が

議
長
と
し
て
会
議
を
進
行
し
ま

し
た
。

第
一
号
議
案
役
員
の
選
任
に

つ
い
て
は
、
選
出
母
体
の
役
員

改
選
に
よ
り
、
会
長
に
は
、
前

神
奈
川
県
議
会
議
長
の
竹
内
英

明
氏
に
替
わ
り
、
先
の
県
議
会

で
新
た
に
神
奈
川
県
議
会
議
長

に
就
任
し
た
古
沢
時
衛
氏
を
、

副
会
長
に
は
、
前
日
本
青
年
会

議
所
関
東
地
区
神
奈
川
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会
会
長
の
宮
澤
泰
隆
氏

に
替
わ
り
、
同
会
長
の
剱
持
賢

祐
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。ま
た
、

任
期
満
了
を
迎
え
た
副
会
長
、

事
務
局
長
、
理
事
に
つ
い
て
は
、

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
神

奈
川
県
連
合
会
顧
問
の
白
石
俊

雄
氏
以
下
三
名
を
そ
れ
ぞ
れ
選

出（
再
任
）し
ま
し
た
。（
新
役

員
は
、
平
成
二
十
五
年
度
役
員

名
簿
の
と
お
り
。）

次
い
で
、
第
二
号
議
案
平
成

二
十
四
年
度
事
業
報
告
、
第
三

号
議
案
平
成
二
十
四
年
度
収
支

決
算
及
び
監
査
報
告
、
第
四
号

議
案
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計

画（
案
）、
第
五
号
議
案
平
成
二

十
五
年
度
収
支
予
算（
案
）を

全
会
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。

◇
古
沢
時
衛 

会
長
◇

神
奈
川
県
議
会
議
員（
中
郡

選
出
）。
平
成
三
年
に
初
当
選

以
来
、
五
期
当
選
。

こ
の
間
、
総
務
企
画
常
任
委

員
会
、
文
教
常
任
委
員
会
、
予

算
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会

の
各
委
員
長
を
歴
任
。

自
民
党
神
奈
川
県
連　

政

務
調
査
会
会
長
。

平
成
二
十
五
年
五
月
、
神
奈

川
県
議
会
議
長
に
就
任
。
神
奈

川
県
出
身
。
六
十
七
歳
。

平 成 25 年 度 役 員 名 簿
役 職 名 氏　　　名 団　体　等　の　職
会 長 古 沢 時 衛 神奈川県議会議長

副 会 長
白 石 俊 雄 日本労働組合総連合会神奈川県連合会顧問
剱 持 賢 祐 日本青年会議所関東地区神奈川ブロック協議会会長

事務局長 柏 木 教 一 日本労働組合総連合会神奈川県連合会事務局長

理 事

塚 原 良 一 神奈川県商工会議所連合会専務理事
瀬 戸 浩 一 神奈川県農業協同組合中央会常務理事
松　尾　美智代 神奈川県地域婦人団体連絡協議会会長
井 上 早 苗 川崎市地域女性連絡協議会顧問
松 井 佑 子 横浜市女性団体連絡協議会会長
綾 井 祐 一 北方領土問題対策協会神奈川県推進委員

監 事
亀 井 　 昇 神奈川県傷痍軍人会会長
嶋 田 幸 雄 神奈川県中小企業団体中央会専務理事

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議
で
は
、
七
月
二
十
五
日（
木
）午
後
三
時
三
十
分
よ
り
、
横
浜
市
中
区
山
下

町
の「
ワ
ー
ク
ピ
ア
横
浜
」三
階
会
議
室「
い
ち
ょ
う
」に
お
い
て
、
平
成
二
十
五
年
度
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
会
長
に
古
沢
時
衛
県
議
会
議
長
を
選
任

平
成
25
年
度
総
会
を
開
催

平成25年度総会

推
進
委
員
報
告（
そ
の
六
）

昨
年
五
月
に
設
立
さ
れ
た
神

奈
川
県
北
方
領
土
問
題
教
育

者
会
議
の
第
二
回
研
修
総
会

が
、
五
月
三
十
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
鈴
木
宗
男
氏
を
お
招

き
し「
我
が
北
方
領
土
問
題
へ

の
思
い
」
と
題
し
て
、
鈴
木
氏

の
北
方
領
土
返
還
に
対
す
る
熱

い
思
い
を
、
一
時
間
半
に
わ
た

っ
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
育
者
会
議
の
昨
年
の
主
な

事
業
で
あ
る
中
・
高
生
を
対
象

と
し
た
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に

は
、
八
十
八
作
品
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。ま
た
そ
の
他
に
も
、

啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
作
製
し
、
神

奈
川
県
内
全
中
学
校
・
高
等
学

校
に
配
布
し
、
生
徒
へ
の
啓
発

を
行
い
ま
し
た
。

本
年
度
も
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
多
く
の
中
学
生
、
高
校
生

の
応
募
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は「
神
奈
川
県

北
方
領
土
問
題
教
育
者
会
議
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

教
育
者
会
議
の
積
極
的
な
事

業
展
開
に
は
北
対
協
も
関
心
を

よ
せ
て
い
ま
す
。
五
月
三
十
一

日
に
東
京
都
庁
で
行
わ
れ
た
教

育
者
会
議
設
立
対
策
会
議
に
招

か
れ
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
教
育

者
会
議
未
設
置
県
に
対
し
て
、

神
奈
川
県
で
の
設
置
に
至
る
状

況
な
ど
を
お
話
し
ま
し
た
。

来
年
は「
関
東
甲
信
越
青
少

年
交
流
会
」が
神
奈
川
県
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
前
回
は
平
成
十

六
年
に
葉
山
で
開
催
し
ま
し

た
。こ

の
交
流
会
は
、
根
室
市
と

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
学
生
が
一

同
に
集
い
、
北
方
領
土
に
つ
い

て
学
習
す
る
場
で
す
。
生
徒
の

引
率
も
含
め
て
百
名
程
の
学
習

交
流
会
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
来
年
に
向
け
て
の
準
備
を

行
い
ま
す
。

前
回
は
、
特
に
県
事
務
局
の

若
い
職
員
に
知
恵
を
絞
っ
て
運

営
し
て
い
た
だ
き
、
子
供
達
も

充
実
し
た
二
日
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。
来
年
度
も
同
様
に
事
務

局
に
力
添
え
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
教
育
者
会

議
の
応
援
も
お
願
い
し
た
い
と

こ
ろ
で
す
。�

（
綾
井
）

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
た

だ
い
ま
み
な
さ
ん
の
ご
信
任
を

い
た
だ
き
ま
し
て
、
会
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
、
神
奈
川
県

議
会
議
長
の
古
沢
で
ご
ざ
い
ま

す
。私

が
申
し
上
げ
る
ま
で
も
ご

ざ
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
北
方

領
土
は
日
本
固
有
の
領
土
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
よ
う
に

北
方
領
土
の
返
還
に
つ
い
て
は
、

全
国
民
の
悲
願
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
み
な
さ
ん
と
共
有

し
な
が
ら
、
会
長
と
し
て
の
仕

事
を
し
っ
か
り
と
務
め
、
前
へ

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

先
ほ
ど
、
白
石
副
会
長
と
議

長
室
で
お
会
い
し
ま
し
た
。
長

い
年
月
が
経
っ
て
い
る
ん
で
す

ね
。
昭
和
六
十
年
十
一
月
に
神

奈
川
県
民
会
議
は
誕
生
し
た
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
が
二

十
九
回
目
の
総
会
と
い
う
こ
と

で
、
本
当
に
長
い
間
、
今
日
お

集
ま
り
の
み
な
さ
ん
を
は
じ

め
、
会
員
の
み
な
さ
ん
に
は
、

北
方
領
土
の
返
還
運
動
の
た
め

に
、大
き
な
お
力
を
い
た
だ
き
、

そ
の
熱
意
と
ご
努
力
に
、
心
か

ら
敬
意
を
表
し
、
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

既
に
戦
後
六
十
七
年
が
経
過

し
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
み
な

さ
ん
が
返
還
運
動
に
携
わ
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
所

期
の
目
的
で
あ
り
ま
す
返
還

は
、
未
だ
実
現
で
き
て
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

今
年
の
四
月
二
十
九
日
に
安

倍
総
理
が
ロ
シ
ア
を
公
式
訪
問

い
た
し
ま
し
た
。
日
露
首
脳
会

談
の
席
上
、
北
方
領
土
交
渉
に

つ
い
て
加
速
さ
せ
る
こ
と
で
一

致
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
、
新

し
い
ス
タ
ー
ト
か
な
と
は
思
い

ま
す
が
、
返
還
へ
の
道
が
開
け

た
と
い
う
実
感
は
な
い
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

私
は
先
輩
か
ら
、
領
土
問
題

に
関
わ
る
な
ら
ば
、
次
の
二
つ

の
こ
と
を
守
れ
と
教
え
ら
れ
ま

し
た
。
一
つ
は
長
い
忍
耐
、
こ

れ
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
交

渉
は
最
後
ま
で
粘
り
強
く
行
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
き
な

が
ら
、
な
か
な
か
困
難
な
道
で

は
あ
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
北
方
領
土
の
返
還
に
向

け
て
、
要
求
運
動
の
展
開
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
尽
力

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
暑
さ
厳
し
い
折
で
す
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
み
な
さ
ん
が
お

体
を
ご
自
愛
い
た
だ
き
ま
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
中
で
、

よ
り
一
層
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
、
ご
期

待
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

神
奈
川
県
議
会
議
長
　
古
沢
時
衛



下の地図と年表を参考にしながら、 

次の１～３の問題に答えてください。  

江

戸

時

代 

1603

① 

徳川家康、江戸に

幕府を開く 

1635

② 

松前藩により、国

後・択捉等地図が

作成される 

1644

③ 

世界最古の北方四

島公式地図が作成

される 

1792

④ 

ロシア人として初

めてラスクマンが

根室を訪問 

1799

⑤ 

東蝦夷地を幕府直

轄とする 

1808

⑥ 

間宮林蔵、樺太探

検、間宮海峡を発

見する 

1854

⑦ 

前年のペリー浦賀

来航を受け『日米

和親条約』が調印 

1855

⑧ 

『■■■■条約』

調印、日露の国境

が択捉海峡となる 

明

治

・

大

正

時

代 

1868

⑨ 
明治政府樹立 

1869

⑩ 

蝦夷地を北海道と

改称 

1875

⑪ 

『樺太千島交換条

約』調印、全千島

が日本領に 

1905

⑫ 

『ポーツマス条

約』調印南樺太を

割譲 

昭

和

時

代 

1941

⑬ 

『日ソ中立条約』

調印 

1945

⑭ 

第二次世界大戦終

結（日本敗戦）、

南樺太・千島列島

のソ連への返還・

引渡しを密約 

古地図文中にある年

号の示す年は、西暦

年表①～⑭のどこに

当たるでしょうか？ 

問
１ 

問
２ 

問
３ 

｢北方領土問題｣とは

次のいずれの地域の

返還を求めているも

のでしょうか？  

イ 樺太(ｻﾊﾘﾝ)の南半分 

ロ 国後・択捉の２島 

ハ 国後･択捉･歯舞･色丹の４島 

ニ 千島列島全体 

 神 奈 川 県 北 方 領 土     
問 題 教 育 者 会 議 
ht t p : / / w w w . h o p p o u k a n a g a w a . j p / k y o u i k u / 

事務局:〒231-0023 横浜市中区山下町２４－１  

北方領土返還要求運動神奈川県民会議 

北方領土 に関するあなたの

作文を募集します｡

詳しい応募方法はＷＥＢで 

年表⑧で ■■■■ と

なっている国際条約の

名称は何でしょうか？ 

※問1～3の正解および解説も上記WEBﾍﾟｰｼﾞのﾘﾝｸで紹介しています 

(2013年度版) 
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二
十
六
回
目
と
な
る
昨
年

は
、
初
め
て
船
に
乗
っ
て
海
上

か
ら
北
方
領
土
を
視
察
し
ま
し

た
。
そ
の
海
上
視
察
を
含
め
、

二
泊
三
日
の
研
修
事
業
の
概
要

を
ご
報
告
し
ま
す
。

○
四
島
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ニ
・

ホ
・
ロ
）
視
察

釧
路
空
港
到
着
後
、
昼
食
を

含
み
約
四
時
間
で
根
室
の
四
島

交
流
セ
ン
タ
ー
に
到
着
。

元
水
晶
島
民
の
柏
原
榮
氏
か

ら
、
終
戦
直
後
の
ソ
連
軍
の
侵

攻
時
の
様
子
や
島
を
脱
出
し
た

時
の
こ
と
、
北
方
領
土
返
還
へ

の
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
交
流
セ
ン
タ
ー
職

員
の
案
内
の
も
と
、
館
内
視
察

を
行
い
ま
し
た
。
北
方
四
島
に

関
す
る
歴
史
的
に
も
貴
重
な
写

真
、
書
物
、
地
図
な
ど
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

○
海
上
か
ら
の
北
方
領
土
視
察

視
察
研
修
二
日
目
の
朝
、
二

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
乗
船
し

ま
し
た
。
乗
船
時
間
は
約
一
時

間
。
前
日
ま
で
の
雨
の
た
め
、

海
上
は
や
や
う
ね
り
が
強
か
っ

た
も
の
の
、
天
候
は
快
晴
で
し

た
。乗

船
し
た
船
は
、
十
月
ま
で

コ
ン
ブ
漁
の
指
導
船
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
歯
舞
漁
協
の「
は

ぼ
ま
い
丸
」で
す
。

出
港
し
て
ほ
ど
な
く
、
貝
殻

島
灯
台
と
水
晶
島
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
水
晶
島
は
起
伏
が
な

く
平
坦
な
島
で
、
納
沙
布
岬
か

ら
約
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離

で
す
。
近
く
を
海
上
保
安
庁
の

巡
視
船
や
さ
ん
ま
漁
の
船
が
航

行
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
ロ
シ
ア
の
監
視
船
が

い
な
か
っ
た
た
め
、
境
界
線
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
船
で
近
づ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
監
視
船
が

い
る
場
合
は
危
険
な
た
め
、
そ

こ
ま
で
は
行
け
な
い
そ
う
で

す
。そ

の
場
所
で
、
左
手
に
納
沙

布
岬
、右
手
に
水
晶
島
を
臨
み
、

そ
の
近
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

○
北
方
館
及
び
納
沙
布
岬
視
察

北
方
館
の
館
長
と
副
館
長
に

施
設
内
や
納
沙
布
岬
を
案
内
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

北
方
館
の
望
遠
鏡
か
ら
は
、

水
晶
島
の
建
物（
レ
ー
ダ
ー
施

設
、
監
視
塔
、
ロ
シ
ア
教
会
な

ど
）が
驚
く
ほ
ど
の
近
さ
で
見

え
ま
し
た
。
説
明
に
よ
る
と
、

ロ
シ
ア
人
兵
士
の
姿
も
見
え
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
国

後
島
も
肉
眼
で
は
っ
き
り
と
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○
視
察
を
終
え
て

視
察
後
に
参
加
者
の
方
に
お

答
え
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
海
上
か
ら
の
北
方
領
土
視

察
が
良
か
っ
た
と
の
ご
意
見
を

多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
て
、
貝
殻
島

灯
台
か
ら
境
界
線
ぎ
り
ぎ
り
の

一
・
八
キ
ロ
ま
で
近
づ
く
こ
と

が
で
き
た
こ
と
は
幸
い
で
し

た
。北

方
領
土
を
自
分
の
目
で
見

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
問
題
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

◇
竹
内
英
明
前
会
長
、
一
年

間
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
多

忙
な
な
か
理
事
会
に
も
顔
を

出
し
て
い
た
だ
き
激
励
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◇
二
十
五
年
度
は
古
沢
時
衛

県
議
会
議
長
に
会
長
に
ご
就

任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
六
月

三
日
、
議
長
室
を
尋
ね
会
長

就
任
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

快
く
承
諾
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
一
年
間
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。�（
綾
井
）

初
の
試
み
！

「
海
上
か
ら
見
る
北
方
領
土
」視
察
研
修
事
業
報
告

乗船した「はぼまい丸」

船上から見た貝殻島灯台と水晶島

目で見る北方領土2013のご案内
（視察研修事業）

期　　　　日：平成25年10月23日（水）～25日（金）
参　 加　 費：63,950円
視 察 予 定 地：	海上からの北方領土視察、納沙布岬、	

北方館、北方四島交流センターほか
最小催行人数：15名
申 込 み 締 切：平成25年９月17日（火）

昨年に続き、「海上から見る北方領土」視察を行います。
今年は国後島クルーズです。ぜひ、ご参加ください！

第29回 北方領土返還要求運動
神奈川県民大会

日時：平成25年11月21日（木）　18時～19時45分
場所：横浜情報文化センター　情文ホール
内容：記念講演、北方四島交流訪問事業報告ほか

（予定）

皆様、ふるってご参加ください。

神
奈
川
県
北
方
領
土
問
題
教
育
者
会
議
で
は
、

今
年
も
中
高
生
か
ら
の
作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す

昨年は、88作品の応募があった「北方領土に関する作文コンクール」を今年も
実施します。
会員の皆様方の周りの青少年にも、応募のはたらきかけを是非お願いします。
北方領土に関する自由な内容の作文を、2,000字以内で。
締切りは平成25年9月10日（火）までです。

詳しくは、教育者会議ホームページ
（http://www.hoppoukanagawa.jp/kyouiku/index.htm）をご覧ください。


